
航空連合の取り組みを報告する坂元副事務局長

2月4日（火）、国会内で開催された「あるべきハラスメント法制を
求める院内集会」において、航空連合の坂元副事務局長が「カスタ
マーハラスメント対策強化に関わる航空連合の取り組み」と題して
報告しました。同集会は日本労働弁護団（会員弁護士約1,700名）が
主催し、カスタマーハラスメント
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について企業に防止措置を義務
づけることをはじめとする法改正
の実現をめざし、社会的機運を
高めることを目的に開催されまし
た。連合・UAゼンセン・自治労
が報告をおこなったほか、国会
議員や弁護士などあわせて約70
名が参加しました。
航空連合は2025春闘を、カス

タマーハラスメント対策の強化に
航空産業労使を挙げて本格的に
取り組む契機と位置づけ、加盟
組合と連携して具体的なアクショ
ンを展開していくことにしていま
す。今国会ではカスハラ対策の
強化に資する法案も政府から提出
される予定となっており、その
成立に向けて、連合などとも連携
して取り組んでいきます。
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